





























務教育学校は 94 校（国立 3 校，公立 91 校）１）であり，全国で設置が進みつつある。 
 小中一貫教育に関しては，2000 年代以降の制度化の動向とあいまって，膨大な先行
研究が蓄積されてきた。義務教育学校の先進校の事例研究も着手されつつある。田仲


































































年月日 政策および社会の動向 黒島小中学校の動向 
2007 年 1 月 
 
2011 年 
2012 年 1 月 
2012 年 4 月 
2014 年 4 月 
 
2014 年 5 月 
2014 年 7 月 
2014 年 12 月 
 
 




2015 年 4 月 









































2015 年 7 月 
 
2016 年 4 月 
 
2016 年 7 月 
 
 






2016 年 11 月 
 
 
2016 年 12 月 
 
2017 年 2 月 
2017 年 4 月 
 
 
2017 年 6 月 
 
2018 年 3 月 
2018 年 4 月 
 
2018 年 6 月 
 
2018 年 10 月 
















































































（昭和 63）年の中学校生徒数は 84 で 100名を割り込み，創立 50周年記念式典を挙行
した 1997（平成９）年には生徒数 46 で 50名を割り込んだ。小学校は 1992 年度児童

















た。そのような中で発生した 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災は，学校施設の耐震化
工事をさらに加速化させることになった。Is 値８）0.3 以下で震度 6 強の地震があった
場合倒壊の危険性が高いという施設は 2011（平成 23）年度中に耐震改修を行うよう文
部科学省から示されたのである。地震防災対策特別措置法で，耐震工事には国の補助
金が拠出された。これをうけて，1964（昭和 39）年 5 月竣工で耐震基準が 0.18 しかな
かった黒島小学校の校舎の耐震工事も，2011 年に着手されることになった９）。実際の





 このとき既に中学校舎の改築も計画されていた 10）。2014～2015 年度に校舎及び屋内
運動場の基本設計，実施設計を行い，2016～2017 年度に改築工事を進め，2018 年度か
ら新中学校舎を使用開始するというスケジュールであった。このため 2015 年 1 月 29
日には，校舎改築に係る第 1回意見交換会を行っている（小学校沿革誌）。そして 2016
～2017 年度は，耐震工事が済んでいた小学校舎を再び利用することになった。中学校





 義務教育学校の設置はどのように決定したのか。設置が制度化された 2016 年，黒島
小・中学校は小学校舎に引越して新年度をスタートさせていたが，同年 8 月 2 日に，
佐世保市教育委員会の職員が来校して説明会が行われている 12）。説明会は黒島公民館
で行われ，教育委員会の教職員，学校の職員，学校の保護者が出席した。教育次長か
らの説明内容を 8 月 9 日付で教頭がまとめた記録が，学校に残っている最も古い会議
記録であった 13）。 
 その後，同月下旬（8 月 22 日）に，校友会の臨時総会が行われた。教頭作成の 9 月






































２ 委員の任期は，本要綱が施行された日から平成 30 年 3 月 31 日までとする。 





（会議）第 5条 検討委員会の会議は，必要に応じて，会長が招集する。 
（意見の聴取等）第 6 条 検討委員会は，必要に応じ委員以外の者に，会議への出席を求め，その意
見又は説明を聞くことができる。 
（守秘義務）第 7 条 委員は，公正かつ誠実に職務を遂行し，職務上知り得た秘密を漏らしてはなら
ない。その職を退いた後も同様とする。 
（庶務）第 8条 検討委員会の庶務は，黒島小・中学校の教頭において処理する。 






































にその内容が議論された。2016 年 12 月には要望書の案を市教委に確認している（第 3
回議事録）。翌 2017 年 2 月 15 日の合同懇談会に合わせて作成された資料「義務教育学 
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 第２表 あり方検討委員会 開催状況 
回 日時 協議事項（その他は割愛した） 
１ 2016/11/17 (1) 校名について (2) 校名の決定方法について (3) 情報発信について  
(4) 制服やジャージや駅伝のユニフォームについて (5) 新校舎について  
(6) 校区外から児童生徒の通学を受け入れる特認校について 
２ 2016/12/14 (1) 特認校制度（校区外からの児童生徒の受け入れ制度）について 
(2) 周知について (3) 校歌について (4) 校名募集について 
３ 2017/02/15 (1) 要望書の提出状況について (2) 新校名の募集について 
(3) あり方検討委員会便り第 4号 (4) 第 2 回あり方検討委員会議事録 
４ 2017/03/15 (1) 要望書の提出について (2) 新校名の募集について  
(3) あり方検討委員会便り第 5号 
５ 2017/04/11 (1) 新年度の委員について (2) 要望書提出及び懇親会について (3) 新校名の募
集について (4) あり方検討委員会便り第6号 (5)第4回あり方検討委員会議事録 
６ 2017/05/08 (1) 新年度の委員について (2) 校章について (3) 校歌と愛唱歌について  
(4) あり方検討委員会便り第７号 (5) 第５回あり方検討委員会議事録 
７ 2017/06/13 (1) 校章募集について (2) 愛称名について  
(3) 特認校制度，現小中学校の跡地利用について 
８ 2017/07/12 (1) 黒島小中学校の跡地利用と島留学について (2) 校章の選定について (3) 愛
称名について (4) あり方検討委員会便り，あり方検討委員会議事録について 
９ 2017/09/06 (1) 新校章について (2) 新校名の投票に係る選出について (3) 新校舎の門柱に
ついて (4) 愛称名 (5) 第８回ありかた検討委員会の議事録確認 (6) あり方検
討委員会便り第 10号確認 
10 2017/10/03 (1) 新校章について (2) 新校舎の門柱について (3) 新校舎・運動場について 
11 2017/11/01 (1) 新校名の考案者・投票者の授賞式について (2) 新校章について (3) 予算執行
について 
12 2017/12/4 (1) 新体育館の校章のモニュメントについて (2) 市 PTA研究協議会の広告につい
て (3) 義務教育学校周知のための看板と幟（のぼり）について (4) 義務教育学
校周知のための町内配布用チラシについて (5) 次年度の新校舎落成式 
13 2018/01/30 (1) 佐世保市教育委員会総務課より報告・説明及び質疑応答 (2) 黒島小中学校新
校舎視察について (3) 黒木小学校訪問について (4) 義務教育学校周知のための
看板・のぼりについて (5) 義務教育学校周知のための配布チラシについて 






号数 発行年月 主な内容 
1 2017/01 ０．委員会の立ち上げについて 
１．義務教育学校に関するこれまでの協議等の経緯（平成 28 年度） 
２．Q&A 
2 2017/01 １．第１回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 
２．現行と義務教育学校になった場合の黒島小中学校の比較 
3 2017/02 （視察した義務教育学校の紹介 高知市立行川学園・高知市立土佐山学舎） 
4 2017/03 １．大町町立「大町ひじり学園」の視察報告 
２．第２回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 
5 2017/04 （第 4 回黒島小・中学校のあり方検討委員会の開催と，校名投票結果の集約・協
議の報告） 
6 2017/05 １．要望書提出について 
２．第４回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 
7 2017/06 １．第５回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 
8 2017/07 １．第６回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 
9 2017/07 １．第７回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 
10 2017/10 １．第８回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 
11 2017/11 １．第９回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 






13 2017/12 １．第 10 回あり方検討委員会での協議事項について 
14 2018/01 １．第 11 回あり方検討委員会について 
15 2018/03 １．看板・幟（のぼり）について 
２．第 12 回あり方検討委員会について 
16 2018/04 １．第 13 回あり方検討委員会について 



































































方検討委員会で校名考案者，投票者の中から抽選で 1名ずつ選定し，10 月 10 日に感









確認などの理由で，後日意見を集約する形で決定した。第 11回委員会で，第 1候補に 































































































































 新校舎と体育館は，2018 年 3 月に完成した。全体的に木を多く使用したあたたかみ








































の授業開始時間を揃えている。前期課程が 45 分，後期課程が 50 分と異なる 1コマの
授業時間を調整し，乗り入れ授業を促進するためである。2019 年度は 3・4 年外国語
活動，5 年英語も，後期課程の教諭が授業を担当していた 21）。さらに義務教育学校に
なったことで，教員の「加配」を実現し（2018 年度），TT導入を行うことで，複式授
業を解消することにも取り組んでいた 22）。2019 年度は 3・4 年の算数に教頭（後期課

















 前期課程 後期課程 
朝読書・朝の活動 8:15～8:30 8:15～8:25 
朝の会 8:30～8:40 8:25～8:35 
１校時 8:40～9:25 8:40～9:30 
２校時 9:40～10:25 9:40～10:30 
３校時 10:40～11:25 10:40～11:30 
４校時 11:35～12:20 11:40～12:30 
給食・歯磨き 12:20～13:05 12:30～13:05 
昼休み 13:05～13:50 13:05～13:50 
清掃 13:50～14:10 13:50～14:10 
５校時 14:10～14:55 14:10～15:00 
６校時 15:05～15:50 15:10～16:00 
帰りの会 15:55～16:05 16:00～16:15 



























 文部科学省が 2014 年５月１日時点でまとめた「小中一貫教育等についての実態調









































































































て収集した。https://ssp.kaigiroku.net/tenant/sasebo/pg/index.html （2020 年 7 月 31 日
最終確認） 
  以下，あり方検討委員会の議事録は「第１回議事録」，あり方検討委員会だよりは
「便り第１号」，佐世保市議会の議事録は「平成 25 年 12 月定例会 文教厚生委員
会 12 月 12 日－2号」のようにそれぞれ示す。 





６）佐世保市議会議事録から確認（平成 25 年 12 月定例会 文教厚生委員会 12 月 12 日
－2号）。なお佐世保市通学区域審議会からは 2016 年，2020 年にも答申が出され
ており，佐世保市の学区再編は進んでいる。https://www.city.sasebo.lg.jp/kyouiku 
/gakkou/tugakusingikai.html （2020 年 7 月 31 日最終確認） 
７）平成 25 年 12 月定例会 文教厚生委員会 12 月 12 日－2号。 
８）構造耐震指標。詳細は下記を参照。 
 耐震診断基準（is値）｜一般財団法人 日本耐震診断協会 
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 http://www.taishin-jsda.jp/is.html （2020 年 5 月 25 日最終確認） 
９）平成 23 年６月定例会 文教厚生委員会 7 月 6 日。 
10）平成 25 年 12 月定例会 文教厚生委員会 12 月 12 日－2号。 
11）平成 28 年 9 月定例会 9 月 26 日－06号。 
12）義務教育学校とする条例改正の審議でも，教育委員会から地域へ説明を行ったこ
とが答弁されている（平成 29 年 6 月定例会 文教厚生委員会 6 月 28 日－1号）。 
13）「今後の黒島小中学校のあり方についての説明会について（報告）」 
14）平成 28 年度第 1回総合教育会議 議事録（2016 年 8 月 29 日）。 
https://www.city.sasebo.lg.jp/kyouiku/kyouik/documents/28sougou1.pdf （2020 年 5 月 26
日最終確認） 








20）義務教育学校黒島はまゆう学園の挑戦No.3（2018 年 5 月 1 日）。惣田正宏校長（当
時）の文責により発行されていた学校だよりで，学校ウェブサイトでも公表され
ている（http://www.city.sasebo.ed.jp/es-kuroshima/asp/kiji/pub/default.asp?c_id=10937 
2020 年 7 月 31 日最終確認）。 
21）２年目 黒島はまゆう学園の挑戦！（2019 年 5 月 12 日） 
22）義務教育学校黒島はまゆう学園の挑戦No.3（2018 年 5 月 1 日） 
23）２年目 黒島はまゆう学園の挑戦！（2019 年 4 月 12 日） 
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